
























 

研究目的: 

乳児突然死に関する疫学的調査として内藤・松島(1973),高橋(1976)の報告は,

わが国の乳児死亡統計の実態およびその真の死因究明に貴重な先鞭を与えてい

る。これらの調査で最大の難関は,剖検例が少ないことと,診断論拠の追跡が不

可能なことにあった。昨今,欧米で多大な関心が寄せられている乳幼児急死症候

群(SIDS)に相当する疾患がわが国の乳児急死のうちでどれくらいあるかを把握

する前段階として,どのような剖検死因がつけられているかについて検討する

必要がある。なぜならば,わが国では SIDS の概念が定着していないからである。 


